
製造技術の確立

現地試験

適用性の評価

事業性の評価

目標 ：貝殻の高配合（ 重量50%以上)、
　　　　 コンクリート同等以上の物性、低コスト

目標 ：従来品同等以上の高い蝟集性、自然環境安全性

目標 ：地域振興の可能性評価、事業化検討

共同研究体制共同研究体制共同研究体制共同研究体制

研究計画と目標研究計画と目標研究計画と目標研究計画と目標

事業の目的事業の目的事業の目的事業の目的

水産廃棄物
貝殻（カキ、ホタテ他)

水産利用

魚礁・藻礁

○漁業の発展

○新規事業（新規雇用）の創出
○周辺環境の保護

○地域循環型社会ｼｽﾃﾑの形成
（廃棄物の有効利用）

水産廃棄物の有効利用による地域振興水産廃棄物の有効利用による地域振興水産廃棄物の有効利用による地域振興水産廃棄物の有効利用による地域振興

硫黄固化体

＊産地では大部分野積み 環境に優しい高機能材料

＜ニーズ＞＜ニーズ＞＜ニーズ＞＜ニーズ＞ ＜シ＜シ＜シ＜シーズ＞ーズ＞ーズ＞ーズ＞

東京水産大学＊

＜環境・適用性の評価＞

新日本石油(株)

＜製造技術の開発＞

＜事業性の評価＞

気仙沼地区漁業協同組合

＜現地の調査・試験＞

＜有効性の評価＞

評価材料
評価
（現地）

現地情報
（電話回線で

映像送信）

原料（カキ殻）
カキ殻利用技術

試験供試体

有効性・事業性評価

＊研究総括

評価
（材料）

カキ殻廃棄物を利用した硫黄固化体による魚礁・藻礁等の開発

＜ニーズ＞＜ニーズ＞＜ニーズ＞＜ニーズ＞

貝貝貝貝殻殻殻殻
（カキ（カキ（カキ（カキ、ホタテ他、ホタテ他、ホタテ他、ホタテ他)))) 混

練

造
型

硫硫硫硫 黄黄黄黄

自然冷却

数時間

粉

砕 硫黄固化体

＊温度以外は生ｺﾝｸﾘｰﾄと
　同じ取り扱い(型枠も同じ)

−高機能材料−

硫黄固化体 （新日本石油(株)で開発)

＜従来技術に比べ＞ 貝殻の高配合が可能、環境に優しい（藻類付着性が高い）
製品がコンクリートと同様に扱える、低コスト

60～80重量％

20～40重量％ 約150℃


